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研究要旨 

 本研究では、慢性疼痛患者の登録システム（慢性疼痛患者レジストリ）の構築及び管理運営

を行った。慢性疼痛患者レジストリ分科会において登録内容・システムの改変に向けた検討を

行い、痛みセンター共通問診システムの連携機能について登録しやすいようにシステム改変を

行った。また、痛みセンター共通問診システムについてクラウドベースでより管理しやすいシ

ステムへ改変を行い、実証テストを行った。 

 

Ａ．研究目的 

慢性疼痛患者に対する集学的医療体制を多

施設で構築していくためには、多種多様な慢

性疼痛患者の情報を共通のフォーマットで収

集するシステムが必要であり、これまでに研

究班で、タブレットを用いて来院時に問診を

行う痛みセンター共通問診システムを開発し

データベース化を進めてきた。また、これま

で得られたデータを元に、慢性疼痛患者の登

録システム（慢性疼痛患者レジストリ）の登

録条件を選定し、慢性疼痛患者レジストリシ

ステムの運用を開始している。同時に、登録

のための動画コンテンツを作成し、各施設か

らのフィードバックも得られてきている。 

本研究では、慢性疼痛患者レジストリの運

営管理及び改変に向けた検討を行う。特に、

痛みセンター共通問診システムとレジストリ

システムとの連携について機能改修を行う。

また、これまで登録された患者情報について

検討する。 

 

Ｂ．研究方法 

令和4年度の活動として次の 6つの項目を

進める。 

 

① 昨年度までのレジストリのバージョンを 

 

「レジストリ Vol.1」として、レジスト

リの内容を整理発展させるために、現在

までに収集されたレジストリ Vol.1 のデ

ータ分析を行う。 

 

② レジストリ Vol.1 の構造上の問題点や課

題を抽出し、修正後のバージョンを「レ

ジストリVol.2」として登録を推進する。 

 

③ レジストリ Vol.2 に、レジストリ Vol.1

で導入された ICD-11 慢性疼痛分類に、

IASP の ICD-11 タスクフォース内でも現

在検討が進められている「医療介入の国

際分類（International Classification of 

Health Interventions: ICHI)）」のうち、

慢性疼痛に関連する医療介入分類の追加

が可能かどうかの検討を行う。 

 

④ レジストリ Vol.2 と痛みセンター共通問

診システムを連動させるにあたって、従

来の痛みセンター共通問診システム

（iPad 問診システム）の改良(質問票の

再検討等)を行う。 

 

⑤ 今年度中に完成予定のレジストリ Vol.2

の普及啓発活動に向けて、(i)レジストリ
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入力マニュアルの作成、(ii)掲載する模

擬症例の検討、(iii)レジストリに入力す

る ICD-11 慢性疼痛分類のコーディング

研修会開催の準備を行う。 

 

⑥ 今年度中に完成予定のレジストリ Vol.2

の普及啓発活動に向けて、第52回日本慢

性疼痛学会(2023/3/10-11、福岡市)にて

展示ブースを設営し広報活動を行う。 

 

Ｃ．研究結果 

上記①の解析結果について、IASP World 

Congress (2022/9/19-23、トロント )の

Topical Workshopにて本分科会メンバーの新

井健一氏が口演発表を行った。（本分科会メン

バーで共同演者の山田恵子氏も現地参加し関

連研究に関する情報収集を行った。） 

 

月に 1回程度の web会議を開催し、上記①

～⑥の項目を進めている。 

特に今年度は本分科会のメンバーが刷新され

たため、①～⑥を滞りなく遂行するためにレ

ジストリの作成目的の班内コンセンサスや登

録対象を改めて確認のうえで研究活動を実施

している。 

 

Ｄ．考察 

本研究では、これまでの痛みセンター共通

問診システムの情報を元に、慢性疼痛レジス

トリの構築及び運用を行った。今後は、慢性

疼痛患者レジストリの登録数が増えることに

より、介入方法や疼痛分類（ICD-11）の情報

を含めて解析を行うことが可能となり、集学

的痛み診療モデルの構築やガイドラインの作

成に役立つレジストリシステムを目指して運

営管理を進めていく。そのためにも、分科会

において、各施設が登録しやすいようなシス

テムの改修及び、取得項目の再検討を進める

必要がある。言葉の定義が共通認識の上で登

録可能となるよう、ICD-11や、器質的要因・

精神心理的要因ツール（K-S 要因ツール）の

マニュアル作成を広報分科会と協力しながら

進め、研修機会を設ける取り組みを進めてい

く必要がある。 

また、取得した患者レジストリ情報を広く

分譲し、レジストリ情報を活用した研究が進

められることが望まれる。そのためにも研究

班の内外への周知・広報活動を進めることが

課題である。 

Ｅ．結論 

本研究では、これまでの痛みセンター連絡

協議会所属機関の問診データの情報を元に慢

性疼痛患者レジストリの開発及び運営管理を

行った。これまでの登録情報についてまとめ

レジストリ項目の再検討を行った。また、痛

みセンター共通問診システムをクラウドベー

スへと改修を行い、レジストリとの連携が行

いやすいようにシステム改変を行った。 
 
Ｆ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載。 
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